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大森 花さん（ソプラノ・ステージ１出演）
演奏前のコメントより

　モーツァルトのアレルヤと椿姫のアリアは、ゆずりはの
10 周年をお祝いするにふさわしい、華やかな選曲をさせて
いただきました。2 曲目に歌う高田三郎のくちなしという曲
は、くちなしの花をみて亡き父の教えを思い出すという内容
です。終盤の歌詞の中で、“ くちなしの実のように待ちこが
れつつ ひたすらに こがれ生きよ ” という言葉があります。
くちなしの実は自分から開くことはありませんが、他の鳥や
動物に食べてもらい、はじめてその役割を果たすそうです。
それまでの間じっと機を待ち内側を熟させる。
　私たち音楽家も、コロナの間は私たち自身の内側を熟する
時なのかもしれません。くちなしの花のように、再び美しく
咲き誇る日を願いながら、心を込めて歌いたいと思います。




